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No. 名称 説明

①
吸入リスク
レベル判定

結果

吸入リスクレベルを「補正後の推定ばく露濃度範囲の上限」と「職業ばく露限界値」から判定
し、カラースケールにて表示しています。カラースケール下の▲とその下の数値は、「職業ば
く露限界値」に対する「推定ばく露濃度（補正後の推定ばく露濃度範囲内のポジションより決
定）」の比（リスクレベルの位置）を示しています。

②
経皮吸収

リスクレベル
結果

「実験条件」にて「手・腕への付着による経皮吸収リスク評価を行う」を選択した場合に、経
皮吸収リスクレベルを「経皮吸収量」と「経皮ばく露限界値」から判定し、カラースケールに
て表示します。カラースケール下の▲とその下の数値は、「経皮ばく露限界値」に対する「経
皮吸収量」の比（リスクレベルの位置）を示しています。

③
総合リスク
レベル

吸入リスクのばく露比（推定ばく露濃度/ばく露限界値）と経皮吸収リスクのばく露比（経皮吸
収量/経皮ばく露限界）の合計リスクレベルを表示しています。
総合リスクレベルがⅠになることを目標（目標レベルⅠ）とします。

④
急性中毒
リスク

短時間のばく露リスクの判定結果を表示しています。①の吸入リスクレベル（長時間健康影
響）とは異なり、「作業時間・作業頻度による補正」は加えず、また、「ばく露濃度の変動の
大きさ」による係数を乗ずることで、短時間ばく露濃度を算出し、短時間ばく露限界値との比
より、急性中毒リスクを判定しています。

⑤
火災・爆発
リスクレベル

火災・爆発リスクレベルの判定結果を表示しています。「詳細」をクリックすると「火災・爆
発リスクアセスメント」画面に移動し、暫定リスクレベルの補正や、反応性に関する注意・リ
スク低減策の具体例を確認することができます。

⑥
実施レポート

の反映

リスク低減措置前のRA結果について「現状」をクリックします。その後、「実験条件」画面に
戻り、リスク低減措置を取った上で再度CRAを行います。リスク低減措置を施したRA結果につ
いて「対策後」をクリックします。
それぞれのRA結果が⑦「実施レポート等」→「実施レポート」の出力内容に反映されます。

⑦
実施レポート

等

RA結果の出力を行います。出力方法は、「実施レポート」・「PDF出力」・「EXCEL形式」の
3種類が選択できます。

結果の見方（少量・低頻度向け）



⑧

⑨

No. 名称 説明

⑧ 実験条件 「実験条件」画面で入力したRA条件を表示しています。

⑨
吸入健康障害

結果

吸入リスクレベルの判定に至るまでの各レベルの大きさ・推定ばく露濃度範囲・職業ばく露濃
度限界（管理目標濃度）等を表示しています。また、急性中毒リスクの判定のための短時間ば
く露濃度・短時間ばく露限界も表示しています。
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⑪

⑫

No. 名称 説明

⑩
経皮吸収健康
障害結果

経皮吸収リスクレベルの判定に至るまでに求められた皮膚透過係数・皮膚接触時
間・経皮吸収量・経皮ばく露限界値を表示しています。

⑪
是正措置、リ
スク低減措置

RA結果に対する是正措置・代表的なリスク低減措置 等を確認することができます。
また、GHS分類でのリスクレベルを1段階下げるために必要な実験条件変更のヒン
トを表示しています。

⑫ 保護手袋選定
「保護手袋の選定を行う」を選択することによって、RA対象物質に対する各手袋素
材の「耐劣化性（溶解度パラメータによる推定データ）」や「耐透過性（破過時間
データ）」を確認することができます。


